
交通まちづくりで誰もが集う広島へ第12回 人と環境にやさしい交通をめざす全国大会 in 広島
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元全国路面軌道連絡協議会専務理事
元中国地方鉄道協会技術委員会委員長
元日本民営鉄道協会技術委員会副委員長
元宇都宮ライトレール株式会社常務取締役

【路面電車存続のきっかけ】

○　1971年　軌道敷内諸車乗り入れ禁止

【路面電車近代化の取り組み】
超低床車両の導入

○　1999年～2002年　5000形グリーンムーバー（ドイツ　シーメンス社）
　　（諸元）　１2編成（５車体３台車）、153人（内座席46人）、30.52ｍ×2.45ｍ×3.65ｍ
○　2005年～2008年　5100形グリーンムーバーマックス（国産型超低床車両）
　　（諸元）　10編成（5車体3台車）、149人（内座席56人）、30.00ｍ×2.50ｍ×3.65ｍ
○　2013年～　1000形グリーンムーバーLEX（市内線向けワンマン使用車両）
　　（諸元）　18両、86人（内座席33人）、18.60m×2.50ｍ×6.35ｍ
○　2019～　5200形グリーンムーバーエイペックス
　　（諸元）　11編成（５車体３台車）、151人（内座席58人）、30.00ｍ×2.50ｍ×3.65ｍ

駅・停留場施設の改良

○　2001年　広電西広島停留場の改良
　　�鉄道・軌道の改札口を一体化し、ホーム全体を覆う大屋根を整備。“歩かせない・濡らさない”乗換

動線を確保し、シームレスな結節を実現、利用者評価も高い。
○　2003年　横川駅前停留場の移設
　　�国道上にあった停留場を横川駅前広場内へ移設し、ホーム全体を覆う大屋根を整備。JR線改札

口至近の“歩かせない・濡らさない”動線により、シームレスな乗換を実現し、利用者評価も高い。
○　2003年　広島港停留場の移設
　　�埋立事業により整備された港湾旅客ターミナル前へ停留場を移設し、ホーム全体を覆う大屋根を

整備。
　　歩行距離の短縮と全天候型乗換を実現し、利用者評価も高い。

路面電車の未来に向けて

○　2010年頃～　広島駅南口広場へ高架による乗り入れを検討→2025年駅前大橋ルート開業
○　�平和大通り（通称：100ｍ道路）への乗り入れ（幹線ルートである広島駅停留場～広電宮島口駅の

速達性向上対応）
○　宇品・出島地区への車両基地移設検討（高潮対策）

中尾　正俊

5：ＬＲＴとまちづくり 511講義室 座長：長田 哲平、副座長：松原 光也

タイトル 氏　名 所　属 ページ 発表時間

1 ＬＲＴ導入に向けた車両の整備について 松原 光也
名古屋大学 大学院

117 9：00～9：17

2 富山県高岡市の交通まちづくりに関する提案

髙橋 冴侑、佐藤 寛徳
東方 柚葵、服部 令汰

松原 光也 119 9：17～9：34
真田 朋弥 金沢泉丘高校
永原 健吾 🄝RACDA高岡

3
路面電車の経路変更が
歩行者のまちの認知に及ぼす影響の考察
―広島市の路面電車を対象に―

竹田 百花、匹田 　篤 
前土井 広章 広島大学 121  9：34～9：51

4 広電宮島線で最も海に近い阿品東駅の魅力を伝えたい 和泉 元治、吉川 由美子 鰆浜の会 123  9：51～10：08

5 芳賀・宇都宮LRT（ライトライン）の整備効果 田中 成興 宇都宮市 副市長 125 10：08～10：25

6 岐阜圏域のまちづくりと
新たな交通システムの導入検討について 下畑 謙人 岐阜県 都市政策課 127 10：25～10：42

7 路面電車の都市計画軌道に関する考察と提言 黒澤 　之 日本路面電車同好会 129 10：45～11：02

8 トラム（LRT）による京都市内交通の再構築に向けて 池田 昌博 🄝KOALA
🄝RACDA大阪・堺 131 11：02～11：19

9 LRT 2026年の動向 服部 重敬 （一財）地域公共交通総
合研究所 133 11：19～11：36

10 フランスにおけるLRT導入の
環境・社会・経済・観光への影響評価について

南 聡一郎 
東 　秀忠 
澤村 治基

金沢大学 
山梨学院大学 
国土交通省

135 11：36～11：53

11 路面電車がもたらす地域の価値と効果 生田 美樹 ㈱日本経済研究所 137 11：53～12：10

12 札幌市電延伸と私たちの会の取り組み 石川 一男 札幌LRTの会 139 12：10～12：27

13 イタリア・トラム最新事情
～広がるルネサンスの動き 市川 嘉一 都市・交通

ジャーナリスト 141 12：27～12：44

14 ライトライン開通による沿線での交通の変化 長田 哲平 宇都宮大学 143 発表なし

「広島の路面電車まちづくりの発展と継承」論集目次
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事例② 横川駅電停の移設

8

2003.3.27供用開始

8

本講演の論点整理と構成 2
① 交通結節点の３大要素

② バリアフリー化の推進

③ 平和大通りルート整備

• 歩かせない（２次交通への対応）
• 濡らさない（上屋付通路の確保）
• 待たせない（乗り継ぎ利便性）

• 超低床車両の導入
• ユニバーサルデザインの施設づくり

• 広島駅から、平和公園、そして宮島へ。２つの世界遺産
をつなぐ幹線ルートの速達性向上

2

事例④ 広電宮島口駅の移設

12

2022.7.２供用開始

12

事例③ 広島港（宇品）電停の移設 112003.3.29供用開始 事業費：8.3億円（県：6.2億円、広島電鉄：2.1億円）

整備前

整備後

旧宇品停留場（1997年）

広島港（宇品）停留場

宇品停留場

広島港（宇品）停留場

広島港旅客ターミナル

旧広島港旅客ターミナル

11

事例② 横川駅電停の移設 92003.3.27供用開始 事業費：6.6億円（国：6億円、市：0.2億円、広島電鉄：0.4億円）

整備前

整備後

9

事例③ 広島港（宇品）電停の移設

10

2003.3.29供用開始

広島港（宇品）停留場

10

事例① 西広島電停のリニューアル 72001.11.1供用開始 事業費：6.45億円

旧己斐停留場（軌道線） 旧西広島駅（鉄道線） 旧西広島駅（鉄道線）

西広島（己斐）停留場
鉄道駅と軌道電停を一体的に整備し、鉄道ホーム・軌道ホームそれぞ
れで停車していた「二段階停止」を解消した。これにより、列車・電車の
停車時間が短縮され、速達性の向上とともに、乗換動線の簡素化によ
る利用者利便性の向上が図られている。

西広島（己斐）停留場

7

事例① 西広島電停のリニューアル

6

2001.11.1供用開始

6

広島の路面電車まちづくりの発展と継承

中 尾 正 俊
27 February 2026

元・広島電鉄㈱常務取締役

元・宇都宮ライトレール㈱常務取締役

1

広島電鉄路線図 3事例① 西広島電停のリニューアル
（2001.11.1）

事例② 横川駅電停移設
（2003.3.27）

事例③ 広島港（宇品）電停移設
（2003.3.29）

事例④ 広電宮島口駅移設
（2022.7.2）

事例⑤ 広島駅電停移設
（2025.8.3）

文 広島工業大学

3

超低床車両の導入 5
路面電車の近代化の取り組み

1999
6.3

2005
3.302001～2004

2001年より国土交通省指導のもと日本の鉄道車両関連メー
カーによる超低床車両の開発が始まりました。この開発プロ
ジェクトは3年の歳月をかけ、超低床車両において最も重要な
装置である車軸のない専用の台車を完成させました。
その後、この台車をベースに国内メーカー3社（近畿車輛、三
菱重工業、東洋電機製造）と広島電鉄による超低床車両の共
同開発プロジェクトが進められ、2005年3月30日、ついに国
産初の完全超低床車両「5100形グリーンムーバーマックス」
がデビューしました。

ドイツから空輸された1編成目のグリーンムーバー5001号
（1999年、広島空港）

5100形「グリーンムーバーマックス 」は、日本初の
国産100%超低床車両

2013
3.30

1000形車両は、市内線の運行を目的とした
ワンマン仕様の超低床車両

2019年より運行を開始した5200形 グリーンムーバーエイペックスは、「未来×スピード」
を基本コンセプトにエクステリア・インテリアともに 「モノトーン＋アクセント」の意匠でまと
め、”新しい広島のシンボル”となるデザインとしました。APEXとは、頂点や極地などの意
味を持ち、グリーンムーバーシリーズの最先端であることを表しています。

5

広島市中心部における路面電車衰退と再生の転換点（昭和30〜40年代） 4
路面電車存続のきっかけ

1955
～

1971
～

① 自動車流入による急激な機能低下（昭和30年代後半〜）
•自動車交通量・他社バスの増加により市街地は混雑
•1963（昭和38）年：県公安委員会が

→ 道路交通法の例外規定 により軌道敷内への自動車乗り入れを容認
結果
・軌道敷に自動車が侵入（電車の平均速度 12km/h → 5km/h に低下）
・「ノロノロ電車」として信頼性を喪失

② 利用者激減と「廃止の危機」
•全国の都市で路面電車が廃止・縮小（東京・大阪・名古屋など）
•広島でも利用者数が急減
・昭和42年度：前年比 ▲91万人
・翌年度：▲656万人
•原因は「自動車優先による電車機能の低下」と明確化

③ 発想転換：電車を活かして渋滞を解消する
•「渋滞緩和には公共交通の回復が不可欠」と主張
•広島県警内部に理解者が現れる
•自動車先進国アメリカではなく、

「自動車と路面電車が共存する西ドイツ」へ視察

④ 政策転換と路面電車の復活（1971（昭和46）年〜）
1971（昭和46）年12月1日

→ 軌道敷内への自動車乗り入れを再び全面禁止
以降の支援策
・市内全面駐車禁止
・電車優先信号の設置
・右折車の軌道敷内停車禁止

•結果
→ 瀕死状態だった路面電車が再生、
→ 「公共交通優先」という都市交通政策の確立

1969年4月 大阪市電は廃止される

広島市内中心部、軌道敷内諸車乗り入れ禁止によ
り路面電車の速達性・定時性が確保された

4

研究発表大会プログラム　セッション2基調講演　講演資料②基調講演　講演資料①
「広島の路面電車まちづくりの発展と継承」「広島の路面電車まちづくりの発展と継承」
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事例⑤ 広島駅電停の移設 202025.8.3供用開始

20

事例⑤ 広島駅電停の移設 18路面電車 勾配５％への挑戦・江波車庫で実験 （2016年）

着工前

完了

5％勾配試験線

18

事例⑤ 広島駅電停の移設 172025.8.3供用開始

17

事例⑤ 広島駅電停の移設 162029年度事業完了予定 ・ 事業費：520億円（国：250億円、市：248億円、広島電鉄：22億円）

南口広場完成予想図（2029年度全体事業完了予定） 南口広場の様子（2025年5月撮影）

旧広島駅停留場新広島駅停留場

16

事例④ 広電宮島口駅の移設 132022.7.2供用開始 ・ 事業費：33.7億円（駅及び軌道移設、広場整備）/内補助・補償金：26億円

整備前

整備後

広電宮島口駅

JR宮島口駅

港湾旅客ターミナル

港湾旅客ターミナル
広電宮島口駅

JR宮島口駅

13

事例⑤ 広島駅電停の移設 192025.8.3供用開始

広島駅停留場 JR在来線中央改札 JR新幹線改札 広島駅停留場

JR在来線中央改札口

19

事例⑤ 広島駅電停の移設

15

2025.8.3供用開始

15

ご清聴ありがとうございました

21

事例④ 広電宮島口駅の移設 14みやじまぐちそぞろあるきマルシェ

14

研究発表大会プログラム　セッション2基調講演　講演資料④基調講演　講演資料③
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